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小
説
『
宿
敵
』、
短
篇
小
説
『
ユ
リ
ア
と
よ
ぶ
女
』

な
ど
が
あ
る
が
、
今
回
の
戯
曲
は
評
伝
『
鉄
の

首
枷
』
の
刊
行
（
１
９
７
７
）
の
後
に
執
筆
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
関
白
秀
吉
は
も
ち
ろ
ん
、

高
山
右
近
、
加
藤
清
正
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
、
石

田
三
成
ら
が
登
場
す
る
舞
台
は
華
や
か
で
緊
迫

感
に
充
ち
、
行
長
の
死
に
至
る
ま
で
の
内
な
る

苦
悩
が
浮
き
あ
が
る
。
出
色
な
の
は
、
行
長
の

侍
女
・
あ
か
ね
の
存
在
だ
ろ
う
。
架
空
の
人
物

だ
が
、
行
長
の
「
面
従
腹
背
」
と
「
信
仰
」
を

か
た
わ
ら
で
見
つ
め
て
、
作
品
に
奥
行
き
を
つ

く
り
だ
す
。
当
時
、
畏
敬
す
る
演
出
家
・
芥
川

比
呂
志
が
病
気
が
ち
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
復
帰

を
願
っ
て
の
執
筆
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
作
品
は
「
波
」（
新
潮
社
）
２
～
３
月
号

に
分
載
さ
れ
て
い
る
（
２
月
号
は
１
月
28
日
、

３
月
号
は
２
月
28
日
発
売
）。

●﹁
戯
曲�

わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
﹂

�

全
３
幕

み
ず
か
ら
の
代
表
的
な
中
間
小
説
『
わ
た
し

が
・
棄
て
た
・
女
』
の
戯
曲
化
作
品
。
原
稿
の

一
昨
年
、
話
題
を
呼
ん
だ
未
発
表
小
説
『
影

に
対
し
て
』
の
発
見
を
機
に
、
長
崎
市
遠
藤
周

作
文
学
館
で
は
収
蔵
資
料
の
再
確
認
を
行
な
っ

て
き
た
が
、
昨
年
11
月
、
最
終
的
に
３
篇
の
未

発
表
作
品
が
報
告
さ
れ
た
。

資
料
確
認
に
当
っ
た
の
は
、
同
文
学
館
の
学

芸
員
と
、
文
学
館
東
京
委
員
会
の
３
名
（
宮
辺

尚
、
今
井
真
理
と
筆
者
）
で
、
結
果
と
し
て
３

篇
を
「
公
開
す
べ
き
、
完
成
し
た
未
発
表
作
品
」

と
し
た
。
す
べ
て
戯
曲
で
、
い
ず
れ
も
作
者
50

代
で
の
執
筆
と
み
ら
れ
る
。

執
筆
年
代
順
（
筆
者
推
定
）
に
記
す
と
、�

「
切
支
丹
大
名
・
小
西
行
長

―
評
伝
『
鉄
の

首
枷
』
戯
曲
版
」（
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

１
１
７
枚
）、「
戯
曲 

わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
」

（
同
１
０
５
枚
）、「
善
人
た
ち
」（
同
１
２
４
枚
）

と
な
る
。

●﹁
切
支
丹
大
名
・
小
西
行
長

�

︱
評
伝
﹃
鉄
の
首
枷
﹄
戯
曲
版
﹂
全
４
幕

小
西
行
長
を
題
材
に
し
た
遠
藤
作
品
に
は
評

伝
『
鉄
の
首
枷

―
小
西
行
長
伝
』
や
、
歴
史

没
後
25
年
が
終
ろ
う
と
す
る
昨
年
暮
、
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
で
市
長
に
よ
る
定
例
会
見
が
あ
り
、

席
上
、
あ
ら
た
に
３
篇
の
未
発
表
戯
曲
が
収
蔵
品
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
︒

原
稿
は
い
ず
れ
も
完
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
１
０
０
枚
を
超
え
る
︒

遠
藤
戯
曲
の
世
界
を
拡
げ
る
新
発
見
は
、
新
聞
で
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
︒
１
月
～
２
月
に
か
け
て

の
文
芸
各
誌
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
、
３
月
に
は
単
行
本
化
さ
れ
る
予
定
︒�

︵
記
／
加
藤
宗
哉
︶

文
字
も
あ
る
。

小
説
と
の
大
き
な
違
い
は
、「
ミ
ツ
」
を
捨

て
る
「
吉
岡
」
が
、
戯
曲
で
は
「
50
歳
を
過
ぎ

た
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
（
小
説
で
は

大
学
生
か
ら
社
会
人
の
時
期
）。
つ
ま
り
30
年

が
経
過
し
て
か
ら
、
吉
岡
は
か
つ
て
ミ
ツ
が
暮

し
た
病
院
を
訪
ね
、
ス
ー
ル
（
修
道
女
）
山
形

と
往
時
を
回
想
す
る
。
そ
の
た
め
ミ
ツ
と
の
出

来
事
の
意
味
合
い
が
よ
り
鮮
明
に
さ
れ
て
い
る
。

小
説
で
は
伏
せ
ら
れ
て
い
た
「
イ
エ
ス
」
の
三

文
字
も
隠
さ
れ
る
こ
と
な
く
、「
ミ
ッ
ち
ゃ
ん

と
イ
エ
ス
と
が
何
と
似
通
っ
て
い
る
」
と
も
語

ら
れ
る
。
平
凡
な
娘
ミ
ツ
が
、
舞
台
の
な
か
で

よ
り
鮮
や
か
な
聖
化
を
見
せ
る
の
が
、
今
回
の

戯
曲
の
特
色
と
言
え
る
。
本
作
は「
小
説
新
潮
」

２
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
（
１
月
22
日
発
行
）。

●﹁
善
人
た
ち
﹂�

全
３
幕

劇
団
民
藝
の
演
出
家
・
渡
辺
浩
子
か
ら
依
頼

さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
。
ア
メ
リ
カ
人
牧
師

（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
お
け
る
聖
職
者
）
の
家

族
を
、
作
者
は
オ
ー
ル
バ
ニ
イ
と
い
う
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
の
都
市
、
か
つ
て
高
等
教
育
の
象
徴

だ
っ
た
街
に
置
き
、
そ
こ
に
寄
宿
す
る
日
本
人

学
生
と
の
愛
と
善
意
、
そ
し
て
人
種
問
題
、
戦

争
へ
の
対
処
を
描
く
。
遠
藤
戯
曲
は
登
場
人
物

の
外
貌
や
特
徴
に
は
触
れ
ず
、「
ト
書
き
」
も

少
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
牧
師
家
庭
と
い
う
遠

藤
文
学
と
し
て
は
異
色
の
設
定
が
効
果
を
あ
げ

る
作
品
。「
新
潮
」
３
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
（
２

月
７
日
発
行
）。

●�

な
お
、
上
記
３
作
品
は
、
３
月
に
新
潮
社
か

ら
『
善
人
た
ち
』
と
し
て
単
行
本
化
さ
れ
る

（
３
月
28
日
発
売
予
定
）。

〇

遠
藤
周
作
に
よ
る
戯
曲
は
こ
れ
ま
で
全
部
で

７
篇
（『
遠
藤
周
作
文
学
全
集
』
―
全
15
巻
・

新
潮
社

―
に
は
６
篇
が
収
録
）
と
さ
れ
て
き

た
が
、
今
回
発
見
の
３
作
は
、
代
表
作
と
言
わ

れ
る
『
黄
金
の
国
』『
薔
薇
の
館
』
に
も
匹
敵

す
る
と
見
ら
れ
、
遠
藤
戯
曲
に
対
す
る
あ
ら
た

な
評
価
が
必
要
と
さ
れ
る
。

上
に
「
未
完
」
と
い
う
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
、
発
見
を
遅
ら
せ
た
原
因
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
戯
曲
を
完
成
さ
せ
な
が
ら
、
未

発
表
の
ま
ま
に
な
っ
た
理
由
は
不
明
。
も
ち
ろ

ん
、
作
品
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
は
「
幕
」
と
い
う

「戯曲 わたしが・棄てた・女」の草稿
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見
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